
 

そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
筑
波
に
利
用
さ
れ
始
め
た
。

そ
し
て
75
分
に
羽
生
の
飛
び
出
し
を
捕
ま
え

き
れ
ず
、
つ
い
に
逆
転
を
許
し
た
。
負
け
れ
ば

優
勝
の
可
能
性
が
無
く
な
る
駒
澤
は
金
、
古
川

と
攻
撃
の
選
手
を
投
入
し
逆
転
を
狙
う
。
秋
田

監
督
か
ら｢

勝
ち
に
行
け｣

と
の
言
葉
を
受
け
た

二
人
が
見
事
期
待
に
応
え
、
83
分
に
古
川
の
ポ

ス
ト
プ
レ
ー
か
ら
金
が
豪
快
に
右
足
で
決
め
同

点
に
追
い
つ
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
決
定
機

を
こ
と
ご
と
く
外
し
、
逆
に
ロ
ス
タ
イ
ム
に
千

代
反
田
の
ゴ
ー
ル
を
許
し
万
事
休
す
。
駒
澤
の

優
勝
の
可
能
性
は
完
全
に
消
滅
し
た
。 

今
季
の
大
一
番
と
も
い
え
る
試
合
で
駒
澤
は

今
季
を
象
徴
す
る
よ
う
な
試
合
を
し
て
し
ま
っ

た
。
最
終
節
は
イ
ン
カ
レ
出
場
を
目
指
し
、
優

勝
を
狙
う
首
位
国
士
館
と
激
突
す
る
。(

内
田)

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

悲願達成ならず。―初優勝へ望みをつなぐために、この日

の試合ではどうしても勝利が必要であった。しかし前半 2 点

をリードし、筑波大をはるかに上回るシュートを打ちながら

逆転負け。2 年前に準優勝を果たしたメンバー中心で臨み、

前期も期待させる成績で折り返したが後期開幕からの不振

がたたり、悲願達成はならなかった。一方の筑波大はこの勝

利で 3 連覇への望みをつなげた。最終節となる次節国士大

戦、駒大はインカレ出場権(5 位以内)獲得を目指して戦う。

前
半
２
点
の
リ
ー
ド
を
奪
う

も
後
半
４
失
点
で
逆
転
負
け 

 

こ
の
日
、
優
勝
へ
望
み
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は

筑
波
も
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
駒

澤
も
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て

勝
っ
た
の
は
、
前
半
駒
澤
に
２
点
の
リ
ー
ド
を

許
し
た
筑
波
だ
っ
た
。 
 

｢

相
手
に
何
も
さ
せ
な
か
っ
た｣(

木
村)

と
い

う
前
半
。
駒
澤
は
素
早
い
プ
レ
ス
で
筑
波
の
自

由
を
奪
い
、
次
第
に
試
合
の
リ
ズ
ム
を
自
分
達

の
も
の
に
し
て
い
く
。
先
制
点
が
入
っ
た
の
は

16
分
。
木
村
の
ク
ロ
ス
を
那
須
が
豪
快
な
ダ
イ

ビ
ン
グ
ヘ
ッ
ド
で
押
し
込
ん
だ
。
27
分
に
も
津

村
の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
に
増
富
が
ヘ
ッ
ド
で
あ
わ

せ
２
点
の
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。 

 

し
か
し
後
半
は
前
半
と｢

別
人｣

に
。
後
半
開

始
早
々
に
鎌
田
、
71
分
に
松
原
に
フ
リ
ー
キ
ッ

ク
を
直
接
決
め
ら
れ
る
と
駒
澤
の
運
動
量
は
激

減
。
前
半
に
飛
ば
し
す
ぎ
た
の
か
、
疲
れ
か
ら

中
盤
の
プ
レ
ス
が
か
か
ら
ず
全
体
が
間
延
び
し

順

位 チ ー ム 名 勝 負 分 得 失 差 勝

点 
1 国 士 館 大 学 8 3 2 2 2 1 4 ＋ 8 2 6
2 筑 波 大 学 6 2 5 2 8 1 5 ＋13 2 3
3 駒 澤 大 学 4 3 6 2 7 2 1 ＋ 6 1 8
4 東 京 学 芸 大 学 5 5 3 1 3 1 7 － 4 1 8
5 青 山 学 院 大 学 6 7 0 1 4 2 3 － 9 1 8
6 順 天 堂 大 学 4 4 5 2 0 1 3 ＋ 7 1 7
7 中 央 大 学 1 5 7 8 1 4 － 6 1 0
8 慶 応 義 塾 大 学 2 7 4 6 2 1 －15 1 0

☆第 13 節終了時点順位表☆(残り 1 試合)
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明暗分けたナンバー｢10｣ 
 

10 月 21 日 14:30 駒沢陸上競技場 

【駒】16 分:那須大亮(アシスト＝木村誠) 
【駒】27 分:増富真也(津村典明) 
【筑】50 分:鎌田祥平(鈴木孝明) 
【筑】71 分:松原直哉 
【筑】75 分:羽生直剛 
【駒】83 分:金位漫(古川健介) 
【筑】89 分:千代反田充(羽生直剛) 

K O M A Z A W A 

GK○1 桜井繁(4) 
DF○2 木村誠(4) 
DF○3 小林久晃(4) 
(87 分○20鈴木祐輔(1)) 
DF○4 那須大亮(2) 
DF○6 三上卓哉(4) 
MF○5 津村典明(4) 
MF○11中田洋介(2) 
(76 分○13金位漫(4)) 
MF○25増富真也(3) 
(82 分○12古川健介(4)) 
MF○8 森田真実(4) 
FW○9 巻誠一郎(3) 
FW○10深井正樹(3) 

S U B 

GK○21新沼泉(3) 
DF○19小林亮(1) 
MF○17中後雅喜(1) 
FW○33金井一哉(3) 

M A N A G E R 

秋田浩一 

T U K U B A 

GK○16阿部謙作(3) 
DF○2 松原直哉(4) 
(81 分○17内野弘(4)) 
DF○6 千代反田充(3) 
DF○4 小林宏之(3) 
DF○5 石川竜也(4) 
(86 分○20植松弘樹(1)) 
MF○8 高林佑樹(3) 
MF○12鎌田祥平(2) 
(66分○21武田健太郎(2))
MF○15秋田政輝(1) 
MF○11平川忠亮(4) 
FW○10羽生直剛(4) 
FW○9 鈴木孝明(2) 

S U B 

GK○1 吉岡宏(4) 
MF○13今泉和己(2) 
MF○14佐野裕也(1) 
MF○23鈴木達也(1) 

M A N A G E R 

山中邦夫 
警告(C)／退場(S) 

【駒】72 分:津村典明(C) 
【筑】22 分:高林佑樹(C)、32 分:鎌田祥平(Ｃ)
73 分:松原直哉(C)、78 分:武田健太郎(C) 
＜シュート＞22:6＜枠内シュート＞9:6 
＜決定機＞7:4＜GK＞4:12＜CK＞7:5＜PK＞0:0 
＜直接 FK＞21:16＜間接 FK＞5:3＜OS＞2:2 
＜主審＞扇谷健司＜観衆＞約 1200 人 

 駒澤の深井正樹と筑波の羽生直

剛。二人はユニバ代表のチームメイ

トであり、共に身長は 160ｃｍ台。

自らのチームではエースと呼ばれ

背番号 10 を背負っている。 

 プレースタイルこそ違えど、その

他の条件ではあまりにも似通った

この両者の対決は、残念ながら完全

に羽生の勝利に終わった。そしてこ

の事実は筑波をはるかに上回るシ

ュートを打ちながら駒澤が勝てな

かった最大の要因ともなった。 

 深井自身に｢エース｣の自覚は、あ

る。だが一昔前の三浦和良やこの日

の羽生のように、チームが苦しい時

に結果を残せてこそエースと呼べ
るのではないか。もちろん本人はそんなことは分かっているだろ

うし、歯がゆいのだとも思う。だが彼は大学の上、つまりプロを

見据えてプレーしている選手。だからこそ厳しい言葉を送りた

い。結果こそが、全てだと。 

筑波のエース羽生の｢1 得点 1 アシスト｣というこの日の結果を

深井はどう受け止めたのか。残り 1 年の大学生活で深井がどこま

で成長できるか、楽しみである。(熊崎) 

83
分
、
交
代
出
場
の
金
が
同
点
ゴ
ー
ル
を
挙
げ
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
こ
の
金
や
古
川
な

ど
も
っ
と
早
め
の
選
手
交
代
も
考
え
ら
れ
た
の
で
は
… 

筑波大・石川と競り合う巻。前半はその圧倒的な高さで攻撃の起点となったが、後半は沈黙。やはり

２トップが点を決めないとチームは苦しい (岩田陽一撮影) 

※上記データは全て左側の数字が駒澤 


